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●発行しました 　彦根市暮らしの便利帳
●７月９日㈪から外国人の皆さんの
　登録制度が変わります
●人間ドックを受けてみませんか

●地域通貨「彦」の交付が始まります
●保留地を売却します
●募集　グリーンピアひこね自主講座
●第２回ひこね子ども文芸作品
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・・ 16

・・ 2

・・・ 3
・・・ 4

桜まつりの期間中、彦根城内堀沿いでは、夜桜見物をお楽しみいただくためのライトアップを
日没から 21：00 まで実施します。（期間は、開花状況に応じて変更することがあります）

交通規制（車両通行止め）のお知らせ
　桜まつり期間中、彦根城には市内外から多くの
来訪者でにぎわい、混雑が予想されます。
　事故防止のため、城内で交通規制を実施します
ので、ご協力をお願いします。

規制区間と期間
●元二の丸派出所〜黒門前（右図の　　　部分）
　期間中の毎日 9：00 〜 22：00（車両通行止め）

●いろは松〜彦根東高校前（右図の　　　部分）
　桜の見頃の期間中 9：00 〜 18：00（車両通
　行止め）
※桜まつりの期間中、城内と城周辺道路は混雑し

ます。ご来城には、できるだけ公共交通機関を
ご利用ください。また、周辺住民の迷惑となる
路上駐車はしないでください。

※交通規制などは、都合により変更する場合があ
ります。

問い合わせ先
　　 観光振興課☎ 30-6120、FAX22-1398　
　　㈳彦根観光協会☎ 23-0001、FAX26-1919

4月1日㈰〜
同20日㈮（予定）

　開花状況によっては彦根警察署の指導のもと、期間前
の３月下旬から交通規制を実施することがあります。
　桜の開花状況や、交通規制（車両通行止め）の情報は、
㈳彦根観光協会　http://www.hikoneshi.com
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７
月
９
日
㈪
か
ら

外
国
人
の
皆
さ
ん
の

登
録
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　　

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
現
行
の

外
国
人
登
録
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま

す
。外
国
人
の
皆
さ
ん
は
、日
本
人

と
同
様
に
「
住
民
基
本
台
帳
法
」

が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
対
象
者
や
手
続
き
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

住
民
票
に
登
録
す
る
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
も
該
当
す
る
人

○
「
外
国
人
登
録
原
票
」
を
元
に
、

適
法
に
３
か
月
を
超
え
て
在
留

す
る
外
国
人

○
日
本
に
住
居
地
が
あ
る

○
次
の
Ａ
〜
Ｄ
の
人

Ａ
中
長
期
在
留
者
（｢

在
留
カ
ー

ド
」
の
交
付
対
象
者
）

　

日
本
に
在
留
資
格
が
あ
り
、
在

留
す
る
外
国
人
の
う
ち
、
次
の
①

〜
⑤
に
該
当
し
な
い
人

①
３
か
月
以
下
の
在
留
期
間
が

決
定
さ
れ
た
人

②
短
期
滞
在
の
資
格
が
決
定
さ

れ
た
人

③
外
交
（
ま
た
は
公
用
）
の
在
留

資
格
が
決
定
さ
れ
た
人

④ 

③
に
準
ず
る
人
と
し
て
、法

務
省
令
で
定
め
る
人
、
在
留

資
格
が
あ
る
人

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
を
新
た

に
設
置
を
し
た
場
合
の
受
検
と
、

年
に
１
回
の
受
検
が
あ
り
ま
す
。

法
定
検
査
の
料
金
改
定

　

今
回
、
４
月
１
日
㈰
か
ら
、
法

定
検
査
の
料
金
が
、
浄
化
槽
の
処

理
で
き
る
能
力
ご
と
に
改
定
さ
れ

ま
す
。

　

料
金
の
改
定
内
容
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
㈳
滋
賀
県
生
活
環
境
事

業
協
会（
☎
０
７
７-

５
５
４-

９
２

７
１
番
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
家
庭
用
の
浄
化
槽
（
10
人
槽
以

下
）
の
料
金
は
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

　
　

運
送
、
倉
庫
、
修
理
を
専
業

と
す
る
事
業
場
な
ど
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

次
の
場
合
は
届
出
が
必
要

①
特
定
工
場
を
新
設
す
る
場
合

【
新
設
届
】（
敷
地
面
積
も
し
く
は

建
築
面
積
を
増
加
し
、
ま
た
は
既

存
の
施
設
の
用
途
を
変
更
す
る

こ
と
に
よ
り
特
定
工
場
と
な
る

場
合
を
含
み
ま
す
）

②
工
場
立
地
法
施
行
時
（
昭
和
49

年
６
月
28
日
）
に
既
に
特
定
工

場
を
設
置
し
て
い
る
者
（
ま
た

は
新
設
工
事
中
の
者
）
が
、以
後

最
初
に
変
更
を
行
う
場
合
【
変

更
届
】

③ 

①
、
②
の
届
出
を
し
た
者
が
、

そ
の
後
変
更
を
行
う
場
合
【
変

更
届
】

④
会
社
の
住
所
、
名
称
な
ど
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
【
氏
名
等
変

更
届
】

⑤
譲
渡
、
相
続
、
合
併
な
ど
に
よ

り
届
出
者
の
地
位
を
承
継
し
た

場
合
【
承
継
届
】

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
課
☎

30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

新
し
い

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
ひ
こ
ね
」

　

ま
ち
づ
く
り
支
援
機
関
で
あ
る

４
月
か
ら

工
場
立
地
法
に
よ
る
届
出

窓
口
が
彦
根
市
に

　

工
場
立
地
法
に
基
づ
く
届
出

（
対
象
と
な
る
特
定
工
場
の
新
設
、変

更
な
ど
の
届
出
）
は
、こ
れ
ま
で
滋

賀
県
が
届
出
窓
口
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
４
月
以
降
は
、
彦
根
市

が
届
出
窓
口
と
な
り
ま
す
。

届
出
の
対
象
と
な
る
特
定
工
場

　

次
の
①
と
②
両
方
に
該
当
す
る

工
場
で
す
。

①
製
造
業
等
（
※
）
に
係
る
工
場

ま
た
は
事
業
場
で
あ
る
こ
と

②
工
場
立
地
法
に
基
づ
く
敷
地
面

積
が
９
千
㎡
以
上
、
ま
た
は
建

築
物
の
建
築
面
積
の
合
計
が
３

千
㎡
以
上

※ 

「
製
造
業
等
」の
範
囲
は
、製
造

業
、
電
気
供
給
業
、
ガ
ス
供
給

業
ま
た
は
熱
供
給
業
で
す
。
こ

れ
ら
の
業
種
で
、
生
産
施
設
を

設
置
し
て
製
造•

加
工
な
ど
の

業
務
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合

は
、「
特
定
工
場
」
と
な
り
ま
す
。

「
彦
根
Ｔ
Ｍ
Ｏ
事
業
推
進
協
議
会
」

で
は
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事

業
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
お

店
を
紹
介
し
ま
す
。

♦
彦
根
バ
ル　

や
ぶ
や
食
堂

営
業
内
容　

飲
食
店
（
フ
レ
ン

チ
・
イ
タ
リ
ア
ン
・
ス
パ
ニ
ッ

シ
ュ
な
ど
の
欧
州
料
理
）

場
所　

旭
町
６-

22
（
彦
根
駅
前

商
店
街
）

営
業
時
間　

午
後
５
時
〜
同
11

時
30
分

定
休
日　

日
曜
日

電
話　

☎
20-

４
３
３
０
番

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
Ｔ
Ｍ
Ｏ
事

業
推
進
協
議
会
（
彦
根
商
工
会

議
所
内
）
☎
22-

４
５
５
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

２
７
３
０
番

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

き
ら
ら
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

ゆ
う
ゆ
う
の
指
定
管
理
者

　

彦
根
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
き
ら
ら
・
彦
根
市
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
ゆ
う
ゆ
う
（
川
瀬
馬
場
町
）

の
指
定
管
理
者
を
公
募
し
、
次
の

団
体
を
指
定
管
理
者
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
、
日
常
生
活
で
介
護

を
必
要
と
さ
れ
る
高
齢
者
な
ど
の

皆
さ
ん
の
生
活
を
助
け
、
健
康
が

保
持
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
目
指
し
ま
す
。

指
定
管
理
者

▼
名
称　

㈶
豊
郷
病
院

▼
代
表
者　

成
宮　

秀
男

指
定
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
29

年
３
月
31
日

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課

☎
23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
８
番

彦
根
市
観
光
駐
車
場
の

指
定
管
理
者

　

彦
根
市
観
光
駐
車
場
（
い
ろ
は

松
駐
車
場
、
二
の
丸
駐
車
場
、
桜
場

駐
車
場
、
大
手
前
駐
車
場
、
本
町
駐

車
場
、
松
原
水
泳
場
駐
車
場
、
京
橋

口
駐
車
場
）
の
指
定
管
理
者
を
公

募
し
、
次
の
団
体
を
指
定
管
理
者

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
す
る
な
ど
し
て
、
リ
ピ
ー

タ
ー
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

指
定
管
理
者

▼
㈳
彦
根
観
光
協
会

▼
代
表
者　

上
田　

健
吉

指
定
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
28

年
３
月
31
日

問
い
合
わ
せ
先　

観
光
振
興
課

☎
30-

６
１
２
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

傍
聴
で
き
ま
す

第
３
回
彦
根
市
廃
棄
物

減
量
等
推
進
審
議
会

　

ご
み
減
量
化
と
再
資
源
化
を
進

め
る
方
策
な
ど
を
検
討
す
る
審
議

会
で
す
。
会
議
は
公
開
で
行
わ
れ
、

傍
聴
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
ご
み
対
策

の
課
題
の
整
理
、
ご
み
の
排
出
抑

制
、
再
資
源
化
の
具
体
的
な
対
策

の
検
討
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　

３
月
28
日
㈬　

午
後
１
時

〜
同
４
時

場
所　

第
２
委
員
会
室
（
市
役
所

　

５
階
）

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

　　

彦
根
市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
生
活
雑
排
水
の
適
正
な
処

理
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
の
は

浄
化
槽
で
す
。

　

浄
化
槽
は
適
正
な
管
理
で
機
能

が
維
持
さ
れ
ま
す
。
浄
化
槽
を
適

正
に
維
持
す
る
た
め
、
法
令
に

よ
っ
て
保
守
点
検
・
清
掃
、
法
定

⑤
在
留
資
格
が
な
い
人
（
不
法

滞
在
な
ど
）

Ｂ
特
別
永
住
者
（｢

特
別
永
住
者
証

明
書｣

の
交
付
対
象
者
）

Ｃ
一
時
庇ひ

護ご

許
可
者
（
ま
た
は
仮

滞
在
許
可
者
）

Ｄ
出
生
に
よ
る
経
過
滞
在
者
（
ま

た
は
国
籍
喪
失
に
よ
る
経
過
滞

在
者
）

※
Ａ
〜
Ｄ
に
該
当
し
な
い
人
や
、

７
月
９
日
㈪
に
在
留
資
格
が
な

い
人
（
在
留
期
間
の
記
載
事
項
の

変
更
を
市
区
町
村
に
届
け
て
い

な
い
人
を
含
む
）
は
、住
民
票
に

登
録
す
る
対
象
者
と
な
ら
な
い

の
で
、
住
民
票
が
発
行
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
通
称
名
」
は
、｢

外
国
人
登

録
証
明
書｣

で
は
併
記
し
て
い

ま
し
た
が
、｢

在
留
カ
ー
ド｣

と
「
特
別
永
住
者
証
明
書｣

に

は
併
記
さ
れ
ま
せ
ん
。

５
月
中
旬
に
「
仮
住
民
票
」
を

送
付
し
ま
す

　

７
月
９
日
㈪
か
ら
住
民
票
に
記

載
さ
れ
る
外
国
人
の
皆
さ
ん
に
、

５
月
中
旬
に
「
仮
住
民
票
」
を
送

付
し
ま
す
。

　
「
仮
住
民
票
」
と
は
、
現
在
の

「
外
国
人
登
録
原
票
」の
記
載
を
元

に
作
成
す
る
も
の
で
、
７
月
９
日

㈪
に
住
民
票
に
記
載
し
ま
す
。
記

載
内
容
の
確
認
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
記
載
内
容
の
変
更
・

訂
正
が
あ
る
場
合
は
、

市
民
課

の
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

外
国
人
と
同
一
世
帯
の
日
本
人

に
も
、
続
柄
な
ど
が
変
更
す
る
場

合
が
あ
れ
ば
、「
仮
住
民
票
」
を
送

付
し
ま
す
。

事
前
交
付
申
請

　

７
月
６
日
㈮
ま
で｢
在
留
カ
ー

ド｣

と
「
特
別
永
住
者
証
明
書｣

を
事
前
交
付
す
る
た
め
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

①
中
長
期
在
留
者

　

｢

在
留
カ
ー
ド｣

は
、地
方
入
国

管
理
官
署
で
申
請
受
付
・
交
付
し

ま
す
。

滋
賀
県
内
の

地
方
入
国
管
理
官
署

　

大
阪
入
国
管
理
局
大
津
出
張

所
（
大
津
市
京
町
３-

１-

１

大
津
び
わ
湖
合
同
庁
舎
６

階
）☎
０
７
７-

５
１
１-

４

２
３
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７

７-

５
２
４-

８
９
０
３
番

②
特
別
永
住
者

　

｢

特
別
永
住
者
証
明
書｣

は
、

市
民
課(

市
役
所
１
階)

で
申
請

受
付
・
交
付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
☎

30-

６
１
１
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

　　　発行しました
　　彦根市暮らしの便利帳

　市民の皆さんの暮らしに役立つ情報の提供を目的として、
彦根市の概要をはじめ、市役所での各種手続きや、地域の生
活情報などを１冊にまとめて発行しました。
　総合案内（市役所１階）、支所、各出張所などでもお渡しし
ていますので、ご活用ください。
　３月上旬までに市内全世帯に配布しましたが、まだお手元
に届いていなければ、お問い合わせください。
問い合わせ先　 情報政策課☎ 30-6103、FAX22-1398

おわびと訂正
　「彦根市暮らしの便利帳」の 34ページ「各種相談」の
うち、「ひとり親家庭よろず相談」は、現在、実施されて
いません。おわびして訂正します。
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た
だ
し
、
当
日
は
祝
日
の
た
め
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
「
平
成
23
年
度
ご
み

等
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
直
接
搬
入

　

３
月
25
日
㈰
の
午
前
９
時
か

ら
正
午
ま
で
、

清
掃
セ
ン
タ
ー

で
家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ご
み
の

臨
時
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
粗
大
ご
み
以
外
の
ご
み
の
搬

入
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
指
定
時
間
以
外
の
搬
入
は
で

き
ま
せ
ん
。

▼
臨
時
の
搬
入
経
路
を
設
け
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
故
防
止

の
た
め
、
誘
導
す
る
係
員
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

ご
覧
く
だ
さ
い

固
定
資
産
の
価
格
等

平
成
24
年
度
の
縦
覧
・
閲
覧

　

平
成
24
年
度
の
固
定
資
産
税

額
の
基
に
な
る
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
の
価
格
（
評
価
額
）
な
ど

を
、
３
月
末
に
決
定
し
ま
す
。
新

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

０
３
８
番

短
期
在
留
外
国
人
の

「
脱
退
一
時
金
」
制
度

　

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
が
、

国
民
年
金
（
ま
た
は
厚
生
年
金
）
に

加
入
し
、
年
金
の
受
給
権
を
得
な

い
ま
ま
帰
国
し
た
場
合
、
帰
国
後

２
年
以
内
に
「
脱
退
一
時
金
」
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
「
脱
退
一
時
金
」
の
額
は
、
納

め
た
保
険
料
の
月
数
と
保
険
料

額
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▼
国
民
年
金
の
「
脱
退
一
時
金
」

を
受
け
取
る
条
件

平
成
24
年
度
の

国
民
年
金
保
険
料
は

月
額
１
万
４
、
９
８
０
円
で
す

　

４
月
か
ら
平
成
25
年
３
月
ま
で

の
国
民
年
金
保
険
料
（
以
下
、
保

険
料
）
は
、
月
額
１
万
４
、
９
８

０
円
（
平
成
23
年
度
は
１
万
５
、
０

２
０
円
）
と
、
決
ま
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

０
３
８
番

国
民
年
金
保
険
料
の

前
納
制
度

　

保
険
料
の
納
付
に
は
、
割
引
を

伴
う
「
前
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

毎
月
納
め
る
よ
り
お
得
な
う
え
、

納
め
忘
れ
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
て

便
利
で
す
。

▼
平
成
24
年
４
月
分
か
ら
の
１
年

前
納
（
現
金
納
付
）

１７
万
６
、
５
７
０
円
（ 

３
、
１

９
０
円
お
得
）

▼
半
年
前
納
（
現
金
納
付
）

８
万
９
、
１
５
０
円
（
７
３
０

円
お
得
）

▼
納
付
期
限　

５
月
１
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

し
い
価
格
な
ど
を
次
の
と
お
り
開

示
し
ま
す
。

　

縦
じ
ゅ
う

覧ら
ん
・
閲
覧
さ
れ
る
場
合
は
、本

人
確
認
が
で
き
る
書
類
な
ど
を
提

示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

縦
覧
・
閲
覧
で
き
る
人
の
条
件

や
、
本
人
確
認
の
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、

税
務
課
資

産
税
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

平
成
24
年
度
は
、
土
地
・
家
屋

の
価
格
を
全
面
的
に
見
直
す
３
年

に
１
度
の
「
評
価
替
え
」
の
年
で

す
。「
評
価
替
え
」
に
つ
い
て
は
、

広
報
ひ
こ
ね
４
月
１
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

♦
縦
覧

　

納
税
者
が
、
自
分
の
資
産
の
評

価
額
が
適
正
か
ど
う
か
、
他
の
資

産
の
評
価
額
と
比
較
し
て
確
認
す

る
も
の
で
す
。

期
間　

４
月
２
日
㈪
〜
５
月
31
日
㈭

場
所　

税
務
課
（
市
役
所
２
階
）

縦
覧
で
き
る
人　

今
年
の
１
月
１

日
現
在
で
、
市
内
に
課
税
対
象

の
土
地
・
家
屋
を
所
有
す
る
人

縦
覧
の
対
象　

土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
、
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

※
縦
覧
帳
簿
に
は
、
土
地
・
家
屋

の
所
有
者
や
税
額
は
記
載
し
て

い
ま
せ
ん
。

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
、
保

険
料
を
納
め
た
月
数
が
、
６
か

月
以
上
必
要

▼
厚
生
年
金
の
「
脱
退
一
時
金
」

を
受
け
取
る
条
件

厚
生
年
金
の
保
険
料
を
納
め
た

月
数
が
、
６
か
月
以
上
必
要

年
金
の
た
め
の
二
国
間
協
定

 　

現
在
、年
金
制
度
の
二
重
加
入

を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
他
国
の

年
金
制
度
の
加
入
期
間
を
取
り
入

れ
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
二
国

間
協
定
を
締
結
し
て
い
る
国
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
　

ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
・
韓
国
・

ア
メ
リ
カ
・
ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ

ン
ス
・
カ
ナ
ダ
・
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ
・
チ
ェ
コ
・

ス
ペ
イ
ン
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

０
３
８
番

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留

者
に
対
す
る
特
別
給
付
金

　

対
象
と
な
る
人
で
、
ま
だ
請
求

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
問
い
合
わ

せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

▼
旧
ソ
連
邦
か
モ
ン
ゴ
ル
国
の
地

域
で
の
戦
後
強
制
抑
留
者

▼
平
成
22
年
６
月
16
日
現
在
、
日

本
国
籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
人

受
付
期
限　

３
月
31
日
㈯
（
消
印

有
効
）

問
い
合
わ
せ
先　

独
立
行
政
法
人

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
☎
０

５
７
０-

０
５
９-
２
０
４
番
、

受
付
時
間　

月
〜
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後

６
時

国
民
年
金
被
保
険
者
の
種
別

♦
第
１
号
被
保
険
者

自
営
業
者
・
学
生
等
、
日

本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
人

♦
第
２
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
保
険
・
共
済
年

金
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、

原
則
65
歳
未
満
の
人 

♦
第
３
号
被
保
険
者

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
で
、

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

人
間
ド
ッ
ク
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

　

幸
せ
で
楽
し
い
生
活
を
送
る
基

本
は
「
健
康
」
で
す
。
毎
日
の
生

活
を
楽
し
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、

定
期
的
な
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

彦
根
市
立
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

で
は
、
１
年
の
う
ち
比
較
的
受
診

者
が
少
な
い
３
月
か
ら
５
月
ま
で

の
間
、
同
セ
ン
タ
ー
の
有
効
利
用

を
図
る
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
の
料

金
を
割
引
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

割
引
実
施
期
限　

　

５
月
31
日
㈭
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
除
く
）

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
に
人
間
ド
ッ

ク
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

健
診
料
金

▼
日
帰
り
ド
ッ
ク　

３
万
９
千
円

（
税
込
）（
通
常
４
万
１
千
円
）

▼
宿
泊
ド
ッ
ク　

６
万
円
（
税
込
）

（
通
常
６
万
３
、
５
０
０
円
）

※
女
性
は
、
乳
が
ん
検
診
、
子
宮

頸け
い

が
ん
検
診
の
追
加
が
で
き
ま

す
。（
別
途
料
金
が
必
要
）

※
そ
の
他
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
追

加
が
で
き
ま
す
。（
別
途
料
金
が

必
要
）

※
健
診
料
金
の
助
成
は
、
病
院
で

は
な
く
、
ご
加
入
の
健
康
保
険

組
合
や
勤
務
先
の
事
業
所
な

ど
に
事
前
の
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

申
込
方
法　

受
診
希
望
日
の
２

週
間
前
ま
で
に
、
電
話
で
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。（
完
全
予
約

制
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分

※
予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
、
ご
希

望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
早
め
の
予
約
を
お
勧
め

し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市

立
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
☎
22-

６
０
５
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

６

０
５
４
番

年
度
末
の
ご
み
収
集
と

粗
大
ご
み
の
臨
時
受
け
入
れ

　

３
月
20
日

( 火・祝 )
は
、
通
常
ど
お
り

収
集
を
行
い
ま
す
。

♦
閲
覧

　

納
税
義
務
者
が
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
の
自
分
の
資
産
に
つ
い
て

記
載
さ
れ
た
部
分
を
確
認
す
る
も

の
で
す
。

　

借
地
人
・
借
家
人
も
、
使
用
・

収
益
の
対
象
と
な
る
資
産
の
課
税

内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

開
始
日　

４
月
２
日
㈪

場
所　

税
務
課
（
市
役
所
２
階
）

閲
覧
で
き
る
人　

納
税
義
務
者

（
所
有
者
）
と
そ
の
同
居
の
親
族
、

ま
た
は
借
地
人
・
借
家
人
な
ど

※
借
地
人
・
借
家
人
な
ど
は
、
閲

覧
の
範
囲
が
限
ら
れ
ま
す
。

閲
覧
の
対
象　

土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
の
各
固
定
資
産
課
税
台

帳
、
名
寄
帳

♦
不
服
申
立
て

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
価
格
に
不
服
が
あ
る
場

合
、
価
格
が
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

日
（
３
月
末
日
）
か
ら
納
税
通
知

書
の
交
付
を
受
け
た
日
の
後
60
日

の
間
に
、
彦
根
市
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
に
対
し
て
、
審
査
の

申
し
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
「
評
価
替
え
」

の
年
に
あ
た
る
た
め
、
全
て
の
土

地
・
家
屋
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産

税
係
☎
30-

６
１
３
８
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

意
見
公
募
手
続
制
度

結
果
の
お
知
ら
せ

意見の件数　０件

問い合わせ先　 住宅管理室
　☎ 30-6123、FAX22-1398

彦根市住宅マスタープラン
（素案）

０
３
８
番

こ
ん
な
と
き
に
は

こ
ん
な
手
続
を

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の

人
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
は
、
保
険
年
金
課
、支
所
、各

出
張
所
、
ま
た
は
彦
根
年
金
事
務

所
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

届
出
を
忘
れ
て
、
保
険
料
を
納

め
て
い
な
い
と
、
将
来
に
受
給
す

る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で
き
な
く

な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
20
歳
に
な
っ
た
と
き
（
手
続
き

は
、
誕
生
日
の
前
日
か
ら
）

会
社
員
（
厚
生
年
金
の
加
入
者
）、

公
務
員
（
共
済
年
金
の
加
入
者
）

な
ど
を
除
き
ま
す
。

▼
会
社
等
を
退
職
し
た
と
き

被
扶
養
配
偶
者
が
い
る
場
合
は
、

配
偶
者
の
届
出
も
必
要
で
す
。

▼
第
２
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配

偶
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

収
入
が
増
え
た
と
き
、
離
婚
し

た
と
き
な
ど
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⑤
犬
の
体
調
が
悪
い
場
合
は
、
か

か
り
つ
け
の
獣
医
師
に
相
談
し

て
か
ら
、
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

⑥
会
場
で
犬
が
ふ
ん
を
し
た
と
き

は
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て

後
始
末
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
盲
導
犬
を
除
い
て
、
引
き
綱
は

必
ず
首
輪
に
つ
け
て
来
場
し
て

く
だ
さ
い
。
ハ
ー
ネ
ス
（
首
輪

の
代
わ
り
に
つ
け
る
ベ
ル
ト
）

は
、
犬
が
暴
れ
て
外
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

★
飼
い
主
の
都
合
や
犬
の
体
調
な

ど
に
よ
り
、
会
場
で
注
射
を
受

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

　

登
録
と
注
射
は
、
飼
い
主
の
義

務
で
す
。
登
録
は
犬
の
一
生
に
１

回
、
注
射
は
毎
年
１
回
必
ず
受
け

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

対
象
と
な
る
犬　

市
内
で
飼
わ
れ

て
い
る
生
後
91
日
以
上
の
犬

日
程
と
会
場　

左
の
表
の
と
お
り

料
金　

●
既
に
登
録
を
済
ま
せ
て
い
る
犬

　

３
、２
０
０
円
（
狂
犬
病
予
防
注

射
料
金
２
、
６
５
０
円
＋
狂
犬
病

予
防
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５

５
０
円
）

●
生
後
91
日
以
上
で
未
登
録
の
犬

６
、２
０
０
円
（
狂
犬
病
予
防
注

射
料
金
２
、
６
５
０
円
＋
狂
犬
病

予
防
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５

５
０
円
＋
新
規
登
録
手
数
料
３

千
円
）

※
法
律
に
基
づ
く
身
体
障
害
者
補

助
犬
は
、
手
数
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

※
会
場
は
混
雑
し
ま
す
。
つ
り
銭

の
い
ら
な
い
よ
う
料
金
の
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

お
願
い

①
既
に
登
録
を
済
ま
せ
て
い
る
犬

の
飼
い
主
は
、
犬
の
登
録
カ
ー

ド
（
愛
犬
カ
ー
ド
）
を
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

②
新
し
く
登
録
す
る
犬
の
飼
い
主

は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

犬
の
名
前
、
生
年
月
日
、
性
別

を
書
い
た
メ
モ
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

③
必
ず
犬
を
制
止
す
る
（
押
さ
え

る
）
こ
と
が
で
き
る
人
が
連
れ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

④
犬
の
体
を
清
潔
に
し
て
連
れ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
か

か
り
つ
け
の
獣
医
師
で
必
ず
受

け
ま
し
ょ
う
。

★
鑑
札
・
注
射
済
票
は
、
必
ず
首

輪
な
ど
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
迷

子
犬
に
な
っ
た
と
き
に
、
飼
い

主
を
探
す
大
切
な
手
が
か
り
に

な
り
ま
す
。

★
飼
い
主
の
住
所
変
更
、
犬
の
死

亡
な
ど
内
容
の
変
更
が
あ
れ
ば
、

は
が
き
か
電
話
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

狂犬病予防の必要性
◎狂犬病は、いまだに世界のほとんどの国で発生
しています。平成18年には、海外で犬にかまれ、
帰国してから狂犬病を発症して死亡する事例も
出ています。

◎世界では年間およそ 5万 5千人の人が狂犬病
で亡くなっています。このうち 3万人以上は
アジア地域での死亡者と言われています。

◎狂犬病は日本、英国、オーストラリア、ニュー
ジーランドなどの一部の国々を除いて全世界に
分布します。

◎近年のペットブームで、狂犬病が発生している
東南アジアからの子犬の輸入が増加しています。

◎狂犬病は、いったん発症すると治療法がなく、
人間と動物に共通する、致死率 100％の恐ろ
しい感染症です。

◎狂犬病の撲滅には、犬の登録、予防注射、野犬
の収容が必要です。

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
手
に
よ
り
、彦
根
の
ま
ち
を
さ
ら
に
美
し

く
、活
力
あ
る
ま
ち
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
「
美
し
い
ひ
こ

ね
創
造
事
業
」
も
、
４
月
で
７
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
中
の
活
動
に
対
す
る
「
彦
」
の
交
付
が
４
月
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

交
付
窓
口　

ま
ち
づ
く
り
推
進

室
（
市
役
所
１
階
）、
支
所

交
付
期
間　

４
月
１
日
㈰
〜
５
月

31
日
㈭
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は

除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

持
ち
物　

平
成
23
年
度
美
し
い
ひ

こ
ね
創
造
活
動
報
告
書
、
印
鑑

平成 21 年度発行の「彦」の有効期限は
平成 24 年３月31日㈯です
　有効期限を過ぎると使うことができません。期間内に使用し
てください。平成21年度発行の ｢彦｣ は次のとおりです。

◆色は、赤
◆右下の有効期限が、
　平成24年3月31日㈯

み
ほ
ん

地
域
通
貨「
彦げ

ん

」の
交
付
が
始
ま
り
ま
す

平
日
は
手
続
き
に
来
ら
れ
な
い
人
へ

　

平
日
は
手
続
き
に
来
て
い
た
だ

け
な
い
人
の
た
め
に
、「
彦
」
の
交

付
や
参
加
登
録
の
受
付
を
す
る
臨

時
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

日
時　

４
月
１
日
㈰
、
同
21
日
㈯

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

休
日
の
臨
時
窓
口　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室

※
参
加
登
録
が
必
要
で
す

　
　

｢

彦｣

の
交
付
を
受
け
る
た
め

に
は
、
ま
ず
「
美
し
い
ひ
こ
ね

創
造
活
動
」
に
参
加
登
録
を
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
彦

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

「
彦｣

の
使
用

　

現
在｢

彦｣

の
使
い
道
は
次
の

▲「彦」が使えるお店に配布している
ステッカー（４月１日〜）

４
通
り
あ
り
ま
す
。

①
市
民
な
ど
の
間
で
の
自
由
な
流
通

②
彦
根
市
の
施
設
の
使
用
料
や
手

数
料
の
う
ち
、
定
め
ら
れ
た
も

の
へ
の
支
払
い（
１
彦
＝
１
円
と

し
、
お
つ
り
を
受
け
取
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
）

③
登
録
さ
れ
た
市
民
団
体
へ
の
寄
附

④｢

彦｣

５
枚
で
、
エ
コ
バ
ッ
グ

と
の
交
換
（
交
換
は｢

彦｣

の
み

で
、
現
金
と
「
彦
」
の
組
み
合
わ

せ
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
参
加
登
録
者
に
は
、
３
月
末
に

平
成
24
年
度
の
活
動
報
告
書
を

送
付
す
る
際
に
、
案
内
文
を
同

封
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
同
封

す
る
文
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先 

ま
ち
づ
く
り

推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
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彦
根
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業

地
内
の
保
留
地
の
購
入
者
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

所
定
の
申
出
書
に
必
要
事
項
を

書
い
て
、

市
街
地
整
備
課
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
（
先
着
順
）。
郵
送

や
電
話
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

予
定
価
格
（
最
低
売
却
価
格
）
以

上
の
買
受
金
額
を
提
示
し
た
人
が

対
象
で
す
。

売
払
物
件　

下
表
の
と
お
り

申
出
書
な
ど
の
配
布
開
始
日

　

３
月
15
日
㈭　

配
布
場
所　

市
街
地
整
備
課

（
市
役
所
２
階
）、
支
所
、
各
出
張
所

 

彦
根
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内　

   
保
留
地
を
売
却
し
ま
す

保留地　

▶保留地とは、土地区画整理事業に
よって新たに生み出した土地で
す。

▶保留地の売却収入は、土地区画整
理事業の財源の一部になります。

▶保留地は、換地処分の公告の日の
翌日まで登記簿が作成されませ
ん。

▶彦根市で保留地権利登録台帳を
作成して保管しますので、保留地
に権利設定をして、金融機関から
融資を受けることもできます。

わ
た
し
の
お
父
さ
ん

　
　
　

山や
ま

瀬せ　

も
え
か
さ
ん

（
金
城
小
学
校
４
年
）

　　

わ
た
し
の
お
父
さ
ん
は
、
耳
が
聞
こ
え
ま

せ
ん
。
な
ぜ
お
父
さ
ん
が
、
耳
が
聞
こ
え
な

い
か
と
い
う
と
、
お
父
さ
ん
が
生
ま
れ
る
時
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
体
ち
ょ
う
を
悪
く
し
て

い
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

お
父
さ
ん
は
、
ほ
ち
ょ
う
き
を
つ
け
て
も
、

聞
こ
え
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
お
父
さ
ん
と
話

す
時
は
、
手
話
を
使
っ
た
り
、
紙
に
書
い
て

話
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
何
か
も
の
を
と
っ

て
く
れ
た
と
き
の
、「
あ
り
が
と
う
」
や
、
学

校
で
あ
っ
た
事
、テ
レ
ビ
を
見
て
、思
っ
た
事

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
事
を
、
お
父
さ
ん
と
、
毎

日
話
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
前
、
お
父
さ
ん
が
、
わ
た
し
に
、

「
も
え
か
、
学
校
で
い
じ
わ
る
は
、
う
け
て
い

な
い
か
い
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

「
う
う
ん
。
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
。」

と
答
え
ま
し
た
。
そ
の
時
、
わ
た
し
は
、

「
お
父
さ
ん
っ
て
、
や
さ
し
い
な
。」

と
心
の
そ
こ
か
ら
思
い
ま
し
た
。

　

毎
週
金
曜
日
は
、夜
七
時
か
ら
、わ
た
し
も

手
話
サ
ー
ク
ル
に
行
き
ま
す
。
お
父
さ
ん
や
、

お
母
さ
ん
の
ほ
か
に
、
耳
の
聞
こ
え
な
い
人

や
、
子
ど
も
た
ち
、
耳
は
聞
こ
え
る
け
れ
ど
、

手
話
を
な
ら
い
に
来
た
人
た
ち
が
、
毎
週
二

十
人
か
ら
三
十
人
く
ら
い
は
、
来
ま
す
。

　

手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
大
人
達
は
手
話
を

習
っ
た
り
、会
ぎ
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。わ

た
し
は
、
小
さ
い
子
ど
も
の
め
ん
ど
う
を
見

て
い
ま
す
。
大
人
は
、
み
ん
な
手
話
を
し
て

い
る
の
で
、
す
ご
く
静
か
で
す
。
時
々
、「
ク

リ
ス
マ
ス
会
」
や
、「
ぼ
う
年
会
」
な
ど
、
楽

し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
、
大
人

と
、
子
ど
も
が
い
っ
し
ょ
に
、
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
、
食
事
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
の

時
は
、
み
ん
な
に
ぎ
や
か
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
毎
週
手
話
サ
ー
ク
ル
に
通
っ

て
い
る
お
父
さ
ん
達
は
、
手
話
を
覚
え
た
り
、

つ
か
っ
た
り
す
る
こ
と
を
が
ん
ば
っ
て
い
る

と
、
思
い
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
へ
、い
つ
も
あ
り
が
と
う
。い
つ

も
は
、
あ
ま
り
し
ゃ
べ
ら
な
い
け
ど
、
大
好

き
だ
よ
。
毎
週
金
曜
日
、
お
父
さ
ん
が
、
手

話
サ
ー
ク
ル
活
動
を
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
の

し
っ
て
い
る
よ
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
。

小こ

山や
ま　

涼り
ょ
う

子こ

さ
ん
（
南
中
学
校
２
年
）

ポ
ス
タ
ー
・
中
学
生
の
部

は
ー
と
ふ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

２
０
１
1
特選作品紹介
第３回

選
　
　
評
　
　
作
文
を
読
ん
で
、
気
持
ち
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。
筆
者
を
大
切
に
思
い
、「
学
校
で
い
じ

わ
る
を
受
け
て
い
な
い
か
」
心
配
し
て
い
る
お
父
さ
ん
の
心
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
優
し
さ
が
あ
ふ
れ

て
い
る
中
で
心
も
体
も
す
く
す
く
と
成
長
し
て
い
る
筆
者
を
た
の
も
し
く
思
い
ま
す
。
終
わ
り
の
五
行
に

お
父
さ
ん
へ
の
感
謝
、
愛
情
を
呼
び
か
け
る
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
が
と
て
も
す
て
き
で
す
。

田た

中な
か　

沙さ

也や

加か

さ
ん
（
南
中
学
校
３
年
）

学
年
、
学
校
名
は
い
ず
れ
も
応
募
時
の

も
の
で
す
。

ポ
ス
タ
ー
・
中
学
生
の
部

作
文
・
小
学
生
の
部

※
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

申
出
書
の
受
付
開
始
の
日
時

　

下
の
表
の
と
お
り

※
書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
。

※
午
前
８
時
30
分
に
複
数
の
申
出

が
あ
る
場
合
は
、
最
も
高
い
買

受
金
額
を
提
示
し
た
人
を
売
払

予
定
者
と
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
街

地
整
備
課
☎
30-
６
１
２
６
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
２
１
１
番

▲物件１

▲物件 3

▲物件 2

▲物件 4

▲物件 5

※各物件の
　現況写真
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込
期
間
〉
４
月
２
日
㈪
〜
同
16
日

㈪    

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね
☎
25-

３

９
０
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
25-

３
９
７

２
番　

※
電
話
か
、
①
氏
名
、
②

住
所
、
③
電
話
番
号
を
書
い
て
Ｆ

Ａ
Ｘ

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね

自
主
講
座

　

 

〈
内
容
〉
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね

の
学
び
の
場
で
、
楽
し
く
技
術
を

習
得
し
ま
せ
ん
か
。　
〈
対
象
〉

市
内
在
住
・
在
勤
の
人  

〈
内
容
な

ど
〉 

下
表
の
と
お
り　
〈
場
所
〉

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね　

ほ
か　

〈
費
用
〉
申
込
時
に
、
受
講
料
、
教

材
費
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま

す
。
※
中
途
退
会
者
に
受
講
料
な

ど
の
返
金
は
し
ま
せ
ん
。　
〈
申

込
期
間
〉
４
月
２
日
㈪
〜
同
16
日

㈪  

〈
そ
の
他
〉
各
講
座
と
も
先
着

順
に
受
け
付
け
、
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り
ま
す
。
※
定
員
に

満
た
な
い
講
座
は
開
講
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。  

〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ

ね
（
清
崎
町
１
１
１
８
）
☎
25-

３

９
０
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
25-

３
９
７

２
番　

※
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね

に
あ
る
所
定
の
申
込
書
で
直
接
窓

口
へ
。
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

委
員
会
生
涯
学
習
課
（
〒
５
２
０-

８
５
７
７　

大
津
市
京
町
４
丁
目
１

-

１
）☎
０
７
７-

５
２
８-

４
６
５

４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
８-

４
９
６
２
番　

※
「
応
募
書
」
と
、

「
連
携
・
協
働
に
よ
る
生
涯
学
習
・

社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
」
に

関
し
て
１
千
字
程
度
に
ま
と
め
た

「
意
見
書
」（
書
式
自
由
）
を
添
え

て
郵
送
。「
応
募
書
」
は
、
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
規
就
農
者

 

〈
内
容
〉「
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
畑

仕
事
を
頑
張
っ
て
み
た
い
」
と
い

う
人
の
た
め
、
約
50
㎡
の
体
験
ほ

場
で
野
菜
づ
く
り
体
験
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。　
〈
栽
培
期
間
〉６

月
～
平
成
25
年
２
月　
〈
場
所
〉松

原
町   

〈
対
象
〉グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ

こ
ね
で
開
講
す
る
「
花は

菜な

実み

塾
」

の
野
菜
講
座
を
受
講
す
る
、市
内

在
住
の
人　

 

〈
定
員
〉 

14
組（
１
家

族
１
組
）  

※
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選  

〈
費
用
〉
栽
培
に
伴
う

経
費
は
個
人
負
担
。
※
ほ
場
の
借

地
に
伴
う
経
費
は
不
要
で
す
。　

〈
そ
の
他
〉体
験
を
し
て
い
た
だ
く

に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
〈
申

ウ
ィ
ズ

市
民
企
画
講
座

〈
内
容
〉
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
団
体
・

が
つ
く
る
男
女
共
同
参
画
事
業
を

募
集
し
ま
す
。　
〈
応
募
条
件
〉 

男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め

に
企
画
さ
れ
た
も
の
（
例
え
ば
、地

域
、ま
ち
づ
く
り
、子
育
て
支
援
、高

齢
者
支
援
、
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
、

男
性
の
生
き
方
な
ど
）、
ウ
ィ
ズ
を

会
場
と
し
て
開
催
す
る
事
業
、
幅

広
く
市
民
に
参
加
を
呼
び
か
け
る

事
業   

〈
支
援
内
容
〉 

事
業
の
実

施
に
必
要
な
全
て
の
経
費
（
講
師

へ
の
謝
礼
金
、
消
耗
品
費
、
印
刷
費
、

賃
借
料
な
ど
）、
支
援
金
の
上
限
は

５
万
円
、
支
援
す
る
事
業
は
選
考

し
て
３
事
業
以
内　
〈
対
象
〉 

市

内
で
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市

民
団
体
、
学
生
サ
ー
ク
ル
、
市
民

グ
ル
ー
プ
な
ど　
〈
申
込
期
限
〉４

月
28
日
㈯　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ズ
」（
〒
５
２
２-

０
０
４
１

　

平
田
町
６
７
０
）
☎
24-

３
５
２

９
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用
）
※
所
定
の
企

画
提
案
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

郵
送
ま
た
は
窓
口
へ
。

ウ
ィ
ズ

さ
ん
か
く
塾

〈
内
容
〉男
女
共
同
参
画
社
会
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
気
づ
く

と
と
も
に
、
身
近
な
地
域
や
団
体

で
、
実
践
に
結
び
つ
け
る
よ
う
な

知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
。 

〈
開
催
日
な
ど
〉
左
の
表
の

と
お
り  

〈
時
間
〉
い
ず
れ
も
午
後

１
時
30
分
〜
同
３
時
30
分　
〈
場

所
〉 

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ズ
」
会
議
室
ほ
か
〈
対
象
〉 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　

〈
定
員
〉 

30
人
（
先
着
順
）　
〈
費

用
〉 

各
回
２
０
０
円　
〈
託
児
〉１

人
１
回
２
０
０
円
（
０
歳
〜
就
学

前
、要
予
約
）　
〈
申
込
期
間
〉
４
月

２
日
㈪
〜
同
20
日
㈮　
〈
そ
の
他
〉

４
回
以
上
出
席
し
た
人
に
は
修
了

証
書
を
渡
し
ま
す
。　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）

☎
24-

３
５
２
９
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共

用
）
※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直

接
窓
口
へ
。

ウ
ィ
ズ

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

〈
内
容
〉
パ
ソ
コ
ン
を
学
ぶ
こ
と

に
よ
っ
て
よ
り
楽
し
く
、
活
動
的

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。 

〈
講
座
の
内
容
な
ど
〉下
の
表
の
と

お
り  

〈
開
講
日
の
曜
日
・
時
間
〉

い
ず
れ
も
月
曜
日
、
午
前
10
時
〜

正
午　
〈
場
所
〉 

男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー「
ウ
ィ
ズ
」講
習
室　

〈
対
象
〉 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
で
パ
ソ
コ
ン
初
心
者　
〈
定

員
〉 

10
人（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉 

各

講
座
（
全
６
回
分
）
５
千
円
（
教
材

費
込
）　
〈
託
児
〉
１
人
１
回
２
０

０
円
（
０
歳
〜
就
学
前
、
要
予
約
）

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」

（
平
田
町
）☎
24-

３
５
２
９
番（
Ｆ

Ａ
Ｘ
共
用
）
※
各
講
座
ご
と
に
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直
接
窓
口
へ
。

滋
賀
県
社
会
教
育
委
員
　

〈
内
容
〉滋
賀
県
で
は
社
会
教
育
の

振
興
に
あ
た
り
、滋
賀
県
社
会
教

育
委
員
の
一
部
を
公
募
し
ま
す
。

〈
職
務
内
容
〉年
２
回
程
度
の
会
議

に
出
席
し
て
、社
会
教
育
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
、調
査•

審
議
や

協
議
を
し
た
り
、意
見
を
言
っ
た

り
し
ま
す
。　
〈
任
期
〉
７
月
２
日

～
平
成
26
年
７
月
１
日　
〈
定
員
〉

２
人　

※「
意
見
書
」な
ど
を
総
合

的
に
考
慮
し
て
決
定
し
ま
す
。　

〈
報
酬
〉会
議
に
出
席
し
た
と
き
は
、

報
酬
と
交
通
費
を
支
払
い
ま
す
。

〈
申
込
期
限
〉
４
月
６
日
㈮
（
必
着
）

    

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育

ＮＨＫ　「ＢＳ日本のうた」　公開録画
　
　ＮＨＫ大津放送局と、彦根市、ひこね市文化プラザでは、「ＢＳ日本のう
た」 の公開録画を実施します。観覧者を募集します。　
日時　５月17日㈭  18：40〜20：30（開場18：00 〜）
場所　ひこね市文化プラザ　グランドホール（野瀬町） 　 
出演　未定　　申込期限　４月13日㈮（必着）   
注意事項

▶申込者多数の場合は抽選　▶申し込みは１人１通に限ります。　▶入
場整理券１枚につき、２人の入場ができます。（１歳以上から整理券が必要
です）▶記入に不備があった場合は無効となります。▶インターネット
オークションなどでの転売を目的とした申し込みは固くお断りします。
売買目的の申し込みであると判明した場合は抽選の対象外とします。　

申込・問い合わせ先　ＮＨＫ大津放送局☎ 077-522-5101（10：00〜
18：00、土・日曜日、祝日は除く）、ひこね市文化プラザ☎ 26-8601（9：
00〜17：00、月曜日休館）※往復はがきの往信の裏面に郵便番号、住所、
氏名、電話番号を、返信の表面に郵便番号、住所、氏名を書いて、ひこね
市文化プラザ「ＢＳ日本のうた」係（〒 522-0055 野瀬町 187-4）へ。
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労
働
相
談
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い 

～
夕
方
や
土
・
日
曜
日
も
相
談
で
き
ま
す
～

　

労
働
者
や
事
業
主
の
労
働
に
関
す
る
悩
み

に
、
専
門
の
相
談
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
電
話
相
談
の
ほ
か
、
面
談
で
の
相
談
（
事

前
連
絡
が
必
要
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。

滋
賀
県
労
働
相
談
所
（
大
津
市
打
出
浜
２-
１　

コ
ラ
ボ
し
が
21　

６
階
）
☎
０
７
７-

５
１
１

-

１
４
０
２
番
、
０
１
２
０-

96-

７
１
６
４
番

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
滋
賀
県
内
か
ら
の
固
定

電
話
・
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
に
よ
る
通
話
が
可

能
で
す
。
た
だ
し
、
４
月
１
日
㈰
か
ら
は
固
定

電
話
か
ら
の
み
に
な
り
ま
す
）

相
談
時
間　

▼
月
～
金
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
８
時
（
午

後
０
時
30
分
〜
同
１
時
30
分
を
除
く
）

▼
月
～
金
曜
日
（
祝
日
の
場
合
）　

午
後
５
時
〜

同
８
時

▼
土
・
日
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
午

後
０
時
30
分
〜
同
１
時
30
分
を
除
く
）

新
入
学
（
園
）
児
の

交
通
事
故
防
止
運
動

３
月
15
日
㈭
〜
４
月
15
日
㈰

　

新
学
年
が
始
ま
る
４
月
は
、
子
ど
も

が
交
通
事
故
の
被
害
に
遭
う
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
に
は
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル

を
教
育
し
、
運
転
者
は
子
ど
も
を
守
る

思
い
や
り
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点
項
目

①
新
入
学
（
園
）
児
に
対
す
る
交
通
安

全
教
育
・
指
導
の
徹
底

②
子
ど
も
を
守
る
安
全
運
転
の
励
行

③
通
学
・
通
園
路
の
安
全
確
保
の
推
進

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　

子
ど
も
と
一
緒
に
通
学
・
通
園
路
を

歩
き
、
子
ど
も
目
線
で
危
険
箇
所
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

交
通
対
策
課
☎

30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

９
８
番

第１回　滋賀県警察官（Ａ・大卒程度）採用試験
　　

滋賀県警察本部では、警察官を募集しています。
対象　昭和57年4月2日以降に生まれた男女で、4 年制

大学を卒業または平成25年3月31日までに卒業見
込みの人

第１次試験　5月13日㈰
試験区分　採用予定人数　
　男性Ａ　50 人程度
　女性Ａ　7 人程度
申込期限　4月20日㈮
※詳しくは、滋賀県警ホームページ（http://www.pref.

shiga.jp/police/）をご確認ください。
問い合わせ先　滋賀県警察本部警務課採用係
　☎ 0120-204-314
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　 健康推進課（平田町・福祉保健センター）
☎24-0816、FAX24-5870

西に
し

村む
ら

莉り

桜お

ち
ゃ
ん

（
平
田
町
）

志し

智ち

陽ひ
な

太た

ち
ゃ
ん

（
小
泉
町
）

山や
ま

中な
か

佑ゆ

頼ら
い

ち
ゃ
ん

（
地
蔵
町
）



〒 522-8501  滋賀県彦根市元町４番 2 号  ☎ 0749-22-1411 ㈹  FAX 0749-22-1398、ホームページ　http://www.city.hikone.shiga.jp/
彦根市では、点字および音声版広報ひこね（編集版）を発行しています。問い合わせ先： 障害福祉課☎ 27-9981、FAX26-1767。
また、外国語版（英語、中国語、ポルトガル語）の広報ひこね（編集版）も発行しています。問い合わせ先： 人権政策課☎ 30-6115、FAX24-8577

発
行
：
彦
根
市

編
集
：
情
報
政
策
課

●
1
日
・
1
5
日
発
行
　
　

通
巻
第
1
2
6
3
号

（
平
成
2
4
年
3
月
１
5
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
4
9
,2
0
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
７
円
（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）
で
す
。
た
だ
し
、原
稿
作
成
・

編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

16

◆
小
学
１
～
３
年
生

　

オ
レ
ン
ジ
の
ち
っ
ち
ゃ
な
い
な
ず
ま
出
し
な
が
ら
あ
あ
落
ち
ち
ゃ
っ
た
せ
ん
こ
う
花
火　
　

杉す
ぎ

本も
と　

祥
し
ょ
う

太た 

さ
ん
（
金
城
小
学
校
３
年
）

◆
小
学
４
～
６
年
生

　

竹
の
声
風
に
吹
か
れ
て
さ
や
さ
や
と
わ
た
し
の
耳
に
な
い
し
ょ
の
話　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉す
ぎ

本も
と　

智ち

咲さ
き 

さ
ん
（
金
城
小
学
校
５
年
）

　

秋
の
日
に
空
か
ら
ひ
ら
り
ふ
っ
て
き
て
落
ち
葉
で
で
き
る
秋
だ
け
の
道　
　
　
　
　
　
　
　

嶋し
ま

澤ざ
わ　

沙さ

紀き 

さ
ん
（
城
東
小
学
校
６
年
）

　

楽
し
み
は
海
で
釣
り
を
し
大
物
が
釣
れ
て
あ
ば
れ
て
さ
お
し
な
る
時　
　
　
　
　
　
　
　
　

辻つ
じ

岡お
か　

生い
く

眞ま 

さ
ん
（
佐
和
山
小
学
校
６
年
）

◆
中
学
生

　

黒
き
字
と
白
き
余
白
と
僕
だ
け
の
人
に
は
聞
こ
え
ぬ
心
の
対
話　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇う

佐さ

美み　

壮そ
う

平へ
い 

さ
ん
（
中
央
中
学
校
２
年
）

　

ラ
イ
ン
に
立
ち
第
三
走
者
を
じ
っ
と
見
る
気
持
ち
を
つ
な
ぐ
勝
利
の
バ
ト
ン　
　
　
　
　
　

石い
し

原は
ら　

弘ひ
ろ

樹き 

さ
ん
（
中
央
中
学
校
２
年
）

　

我
が
地
球
宇
宙
の
中
の
小
さ
な
点
そ
の
点
一
つ
が
大
き
な
命　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川か
わ

瀬せ　

良
り
ょ
う

太た 

さ
ん
（
中
央
中
学
校
２
年
）

◆
小
学
１
～
３
年
生

　

バ
ン
ガ
ロ
ー
た
の
し
か
っ
た
よ
川
あ
そ
び　
　
　
　
　

宮み
や

川が
わ　

あ
か
り 

さ
ん
（
金
城
小
学
校
１
年
）

　

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
と
セ
ミ
の
声
す
る
ほ
り
の
そ
ば　
　
　

薮や
ぶ

田た　

敢か
ん

斗と 

さ
ん
（
金
城
小
学
校
２
年
）

　

暑
い
夏
仕
事
帰
り
の
母
に
お
茶　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋ひ

口ぐ
ち　

志し

帆ほ 

さ
ん
（
鳥
居
本
小
学
校
３
年
）

◆
小
学
４
～
６
年
生

　

さ
く
ら
さ
き
み
ん
な
の
ほ
ほ
も
ピ
ン
ク
色　
　
　
　
　

藤ふ
じ

野の　

陽ひ

菜な 

さ
ん
（
稲
枝
東
小
学
校
４
年
）

　

星
月
夜
空
に
広
が
る
金
の
海　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堂ど
う

野の　

楓
か
え
で 

さ
ん
（
城
西
小
学
校
５
年
）

　

雨
上
が
り
空
の
キ
ャ
ン
バ
ス
虹
か
か
る　
　
　
　
　
　

中な
か

村む
ら　

佳か

乃の

子こ 

さ
ん
（
城
東
小
学
校
６
年
）

◆
中
学
生

　

雪
だ
る
ま
三
つ
並
ん
で
家
族
だ
ね　
　
　
　
　
　
　
　

中な
か

村む
ら　

梨り

那な 

さ
ん
（
南
中
学
校
１
年
）

　

窓
ガ
ラ
ス
拭
い
た
向
こ
う
は
雪
景
色　
　
　
　
　
　
　

宇う

田だ　

千ち

尋ひ
ろ 

さ
ん
（
南
中
学
校
３
年
）

　

学
校
が
遠
く
感
じ
る
雪
の
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮み
や

村む
ら　

堅
た
か
し 

さ
ん
（
西
中
学
校
３
年
）

◆
小
学
１
～
３
年
生

　

お
に
い
ち
ゃ
ん
あ
ば
れ
る
と
き
は
き
ょ
う
り
ゅ
う
だ　

太お
お

田た　

由ゆ

香か 

さ
ん
（
若
葉
小
学
校
１
年
）

　

夏
休
み
き
の
う
も
今
日
も
お
る
す
ば
ん　
　
　
　
　
　

村む
ら

上か
み　

夕ゆ
う

斗と 

さ
ん
（
金
城
小
学
校
２
年
）

　

山
び
こ
は
し
ゃ
べ
る
と
山
が
は
ね
か
え
す　
　
　
　
　

西に
し

野の　

祥
し
ょ
う

太た 

さ
ん
（
稲
枝
北
小
学
校
３
年
）

◆
小
学
４
～
６
年
生

　

テ
ス
ト
前
良
い
点
取
る
ぞ
と
赤
い
服　
　
　
　
　
　
　

中な
か

江え　

優ゆ
う

希き 

さ
ん
（
平
田
小
学
校
４
年
）

　

新
芽
出
て
小
さ
な
春
を
見
つ
け
た
よ　
　
　
　
　
　
　

西に
し

川か
わ　

天あ
ま

音ね 

さ
ん
（
若
葉
小
学
校
５
年
）

　

城
祭
り
今
年
は
ぼ
く
も
や
っ
こ
さ
ん　
　
　
　
　
　
　

伊い

藤と
う　

良
り
ょ
う 

さ
ん
（
城
西
小
学
校
６
年
）

◆
中
学
生

　

つ
な
い
だ
手
温
か
い
ね
と
歩
く
道　
　
　
　
　
　
　
　

秋あ
き

山や
ま　

瑞み
ず

穂ほ 
さ
ん
（
西
中
学
校
３
年
）

　

天
井
を
見
て
卒
業
の
歌
う
た
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

西に
し

田だ　

朱あ
か
り里 
さ
ん
（
南
中
学
校
３
年
）

　

そ
の
速
さ
時
の
よ
う
だ
ね
流
れ
星　
　
　
　
　
　
　
　

尾お

本も
と　

千ち

紘ひ
ろ 

さ
ん
（
南
中
学
校
３
年
）

入賞者決まる

第 2 回（平成 23 年度） 
ひこね子ども文芸作品
子どもたちが日本語の持つ本来の美しさを感

じ、豊かな表現力（考える力・書く力・伝える力）

を身につけることを目的に、文芸作品を広く募集
したところ、延べ 3,806 人の児童・生徒の皆さ
んから短歌 1,253 点、俳句・川柳 6,441 点、詩
364 点の応募をいただきました。

 彦根文芸協会などの協力による審査の結果、特
選 32 点、準特選 52 点、佳作 106 点が選ばれ
ました。各部門の特選は、次の皆さんです。
問い合わせ先　 教育委員会文化振興室
　☎ 23-7810、FAX21-3080

◆
小
学
１
～
３
年
生

　
『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
』

　
　
　

松ま
つ

井い　

美み

羽う 

さ
ん

（
城
東
小
学
校
１
年
）

　
『
あ
め
あ
が
り
の
わ
た
し
。』　　
　

　
　
　

近こ
ん

藤ど
う　

綾あ
や

香か 

さ
ん

（
城
東
小
学
校
２
年
）

　
『
リ
コ
ー
ダ
ー
』　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

小こ

原は
ら　

ひ
め
の 

さ
ん

（
城
北
小
学
校
３
年
）

◆
小
学
４
～
６
年
生

　
『
ま
ど
』

　
　
　

田た

中な
か　

玲れ

衣い

佳か 

さ
ん

（
城
東
小
学
校
５
年
）

　
『
あ
た
り
ま
え
』

　
　
　

鶴つ
る

来ぎ　

香か

穂ほ 

さ
ん

（
城
東
小
学
校
５
年
）

　
『
心
に
残
っ
た
組
体
操
』

　
　
　

宍し
し

戸ど　

駿
し
ゅ
ん 

さ
ん

（
城
北
小
学
校
６
年
）

◆
中
学
生

　
『
ひ
こ
ね
詩
』

　
　
　

小こ

林ば
や
し　

真ま

紀き

子こ 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
西
中
学
校
３
年
）

川　　　柳 俳　　　句

詩

短　　　歌


